
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ＷＨＯが「病気」と認定へ 

ゲームのやり過ぎで日常生活に悪影響が出る症状が「病気」と診断さ

れることになりそうです。世界保健機関（ＷＨＯ）が「ゲーム依存」を病気

の世界的な統一基準に追加する方針です。スマートフォンなどの普及で、いつでもど

こでも楽しめるゲームにはファンがたくさんいます。一方、日本のネット依存の専門機

関での診察は、ゲームにのめりこんだ人の予約待ちの状態で、患者の半数は中高生

というデータもあります。 

●症状が１２カ月続くと 

世界１９０カ国以上が加盟するWHOは、ネット依存を新たな疾病として「国際疾病分類」に盛り

込みました。すべての病気とけがを分類したもので、世界中の医師の診断に使われています。ゲー

ム依存を国際的な医学の基準で「病気」とすることで、予防や治療法の研究につなげます。具体的

な症状は「ゲームの時間やプレー環境をコントロールできない」「日々の生活でゲームを最優先す

る」「対人関係などで問題が起きてもゲームを続ける」「個人や家族、社会、学習などに重大な問

題が生じる」などです。こうした症状が１２カ月続くと「病気」とされる見通しです。ただし、もっと早

い段階でゲームに依存するという声もあります。 

●オンライン熱中、引きこもった高３ ご飯も面倒、やせ衰える 

東京都在住の通信制高校３年の男子生徒はゲームがきっかけで引きこもり、高１で私立の中高

一貫校を退学。家でゲームしかしないため、食欲がなく、ご飯を食べるのも面倒に。体重は１０キロ

減って４０キロになり、元野球少年だったのが、人混みの中に行くとふらふらになるほど体力が落ち

ました。中２でスマホのゲームを始め、中３でオンラインゲームにはまり、特に MMORPG と呼ばれ

る仮想世界で複数のユーザーと参加するゲームに熱中しました。 

 「一つひとつクリアしていくのが楽しかった。オンラインなので次々と新しいも

のが出てきて、どれだけやっても飽きなかった」夜、勉強していた時間にゲーム

をするようになり、学校の勉強が遅れ始めました。野球部の顧問からそのこと

を厳しく指導され、好きだった部活に参加しづらくなり、塞ぎ込みました。反抗

期も重なり、ゲームをやめさせようと注意する親と衝突。逆上してさらにゲームを

するようになり、昼夜は逆転、１日１２時間ゲームをしました。 

●専門外来へ 

 「病院に行くぞ」。昨年３月、親から具体的な行き先を告げられずに車に乗せられました。着い

たところは国立病院機構・久里浜医療センター（神奈川県横須賀市）のネット依存専門の外来でし

た。「は？ と思った」が、受け入れました。「ゲームをずっとやることも憂うつになる。でもやめられな

い。元々は進学校に通っていて大学にも行きたかったので、生活をリセットするチャンスだと思った」 

●専門外来 患者の半数は中高生 

久里浜医療センターは２０１１年、ネット依存の専門外来を日本で初めて

開きました。治療では薬を使わず、ネットやスマホから離れた環境で一定

の時間を過ごすことや体を動かすこと、ディスカッションなどでコミュニ

ケーションの技術を磨くことを通じ、元の生活を取り戻していきます。男

子生徒はゲームと少しずつ距離を置き、大学受験に挑戦して合格。ネッ

トができない環境で約１０日間、同世代の患者と合宿するプログラムで

は「リアルの仲間といる方が楽しいと気付いた」。合宿に参加した別の男性（21）は、直後にゲー

ムのアカウントの消去に「成功」したといいます。同センターの１７年の患者数は再診を含めて１８４

８人で、半数は中高生です。男女の比率は７対１。ほとんどが「オンラインのネットゲームから抜け出

せなくなった」といいます。 

ネット依存を専門とする院長の樋口進さんは「頑張って勉強して中学や高校に入学したのに、ゲ

ーム依存になり、夢をあきらめた子どもを何人も見てきた」と話します。 

未成年の患者が多いのは脳にも関係があります。発達段階にある子どもの脳は本能が強く、

「危ない」という考えよりも好奇心が勝る傾向があります。ゲームの刺激を受けやすく、時間をコン

トロールすることが難しくなります。依存すると、前頭前野が司る「理性の脳」の働きが低下し、さら

にゲームに没頭する悪循環が起きます。 

ゲームに依存しやすい人は「現実の世界が充実していない」「ゲームを良いものと考える」「家

庭の問題を抱えている」「発達障がいがある」などの特徴もあるそうです。 

●ルール作って遊ぶことが大事 

ゲームは時代とともに進化し、最近では対戦型格闘技ゲームなどをスポーツのような競技種目

としてとらえる「ｅスポーツ」も注目を集めています。大会で優秀な成績を重ねる「プロ」も登場し、

国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）はｅスポーツを競技に採用することも検討しています。ＷＨＯがゲ

ーム依存を病気とすることに、ゲーム業界から反発の声もあります。 

樋口さんは「ゲームは悪いことではない」と断言します。ただし、ゲームに依存する可能性があると

知った上で、きちんとルールをつくることが大切だと訴えます。「遊びすぎ」か「依存」か見極めるの

は難しいといいます。樋口さんによると、いらだちや焦り、睡眠障がい、トイレや入浴をなおざりにす

るなど健康面の問題、成績の低下やゲームのし過ぎへの注意に暴言を吐くなどの家庭や社会での

問題がはっきりと出ていると赤信号です。「やってはいけない時間やプレー時間の上限を作ること

が大切。ゲームばかりするようになったら、日々失っているものを考え、医療機関の受診もためらわ

ないで。自分を大切にしてください」                      （朝日中高生新聞より抜粋） 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

スマホを正しく使おう！③～朝日中高生新聞より～ 


